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当チームのミッションと今年度の成果
ミッション
• 視覚を主な入力モダリティとするAIのフロンティアを前進させる
• マルチモーダルAIを実社会の多様な課題解決に応用する

主な研究成果（2025年発表）
• 上空画像から斜面崩壊リスク評価を行うAI [Areerob+, Computer‐Aided Civil and Infrastructure Engineerin誌]

• 密な予測タスクのための画像特徴の自己教師学習 [Liu+, International Conference on Machine Learning]

• 未知クラス物体検出の定式化の再考 [Hosoya+, International Journal of Computer Vision誌]

• Gaussian SplattingとSLAMの統合 [Bai+, International Journal of Computer Vision誌] 他

(本ポスターの内容)

成果：自然災害リスク評価を行う画像理解AI
• 目標

– 専門家が不在の現場をAIがサポート
– 「専門家＋AI」でさらに的確な判断へ
– 他のAIとの対話を通じた意思決定支援

AI

状況・リスクの説明

対話入力
(人や他のAIの関心）

災害現場の画像を理解する対話型AI

学習データの取得〜構築

• 専門家に自由形式で説明してもらう  音声認識でテキスト化

• LLMによる翻訳・要約・フォーマット

日本語キャプション

翻訳
(GPT3.5)

英語キャプション 再構成
(GPT4)

災害の種類
要因

観察内容

将来のリスク

VLM学習へ（Instruction Tuning）

次の写真を見ます。2017年の、これも福岡県の土砂災害のようです。朝倉郡東峰村宝珠山の災害という名前が付
いています。これは川の合流部になっています。こちらから流れる河川と、それからこちら側から流れてくる河川
の合流部になっています。水土砂に浸かった家がたくさん見えます。こちら側からの河川も土砂が流れてきている
ようですし、こちら側からも土砂が流れているようです。地形から見ると遠くはちょっと見えませんけれども、山
地内の斜面のように見えます。両岸ともたぶん山地斜面なのではないかと思います。ですから基本的には、河床に
は礫が見えています。礫の成分16％でたぶん礫が多い河床を構成していると思いますので、かなり急流区間、
1000分の3とか1000分の4とか、それ以上の勾配のある河川のように見えます。礫の大きさがたぶん30cm以上ぐ
らいのものがごろごろしている状況ではないかと思います。これは道路かな、たぶん川沿いの幹線道路があって、
それも埋まっています。水に浸かったり土砂が盛ったりしています。ですので、普段めったにないような河川の増
水があったように見えます。それから、宅地が河岸にありますが、こんな河川だったらかなり通常の河道より高い
位置に宅地があるはずですが、それも埋まっています。…

性能評価
• 専門家の記述と意味的な類似度を計算(GPT-4利用)

 VQA-LLM:VQA単体モデル＋LLM, MLLM:上記モデル

専門家2名による評価(5点満点評価)

GPT-4による自動評価(10点満点評価)

結果の例
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項目別スコア(10点満点）

AIの構造
• アーキテクチャ：VLM

• 学習：教師ありファインチューン
学習プロンプト

画像エンコーダ ※

プロジェクタ

LLM（LLaMA2 13B）※

学習データ

LLM

Visual 
Encoder

入力画像

入力テキスト

課題Ⅱ
視覚情報処理能力

の不足

課題Ⅰ
専門知学習：
データ・方法

「専門家の知識」を
デジタル化・AIに
学ばせるには？

何をどのように
取り出すか？

主な課題
• 専門家が持つマルチモーダル（非言語的）専門知をどのよう
にデジタル化し、AIに学習させるか？

• マルチモーダルAIに十分な視覚情報処理能力を与えるには？
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